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１．人口動態の分析
⑴総人口の推移
�　本市では、1955（昭和 30）年から 1970（昭和 45）年までの高度経済成長期に、人口が著
しく減少しました。この原因は、戦後の日本を支えた重化学工業などの産業集積が進んだ地域（関
東、関西、中京等）へ多くの若者が、集団就職などにより転出したためと考えられます。その後
も減少が続き、令和２年国勢調査では34,391 人となっています。

五島市の人口推移
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出典：国勢調査

⑵旧市町別人口の推移
�　旧市町別でみると、全ての地区で減少していますが、特に旧福江市以外の旧 5町（旧富江町、
旧玉之浦町、旧三井楽町、旧岐宿町、旧奈留町）においては減少率が▲70～ 80％と急激な人口
減少がみられます。

（人）

出典：国勢調査

旧市町別人口の推移
年　次 福　江 富　江 玉之浦 三井楽 岐　宿 奈　留 合　計

1955（昭和30） 40，257 15，112 7，323 10，321 9，978 8，982 91，973
1960（昭和35） 38，860 13，563 6，624 9，588 9，329 9，268 87，232
1965（昭和40） 36，876 11，965 5，493 8，423 8，285 7，600 78，642
1970（昭和45） 33，442 10，038 4，390 7，321 6，889 6，569 68，649
1975（昭和50） 32，018 9，306 3，883 6，329 6，062 5，812 63，410
1980（昭和55） 32，135 8，747 3，305 5，811 5，577 5，372 60，947
1985（昭和60） 30，946 8，242 3，011 5，163 5，167 5，207 57，736
1990（平成２） 29，709 7，516 2，652 4，655 4，718 4，893 54，143
1995（平成７） 28，772 6，871 2，396 4，306 4，456 4，494 51，295
2000（平成12） 27，662 6，399 2，197 4，010 4，310 3，955 48，533
2005（平成17） 26，311 5，733 1，920 3，456 3，979 3，366 44，765
2010（平成22） 24，548 5，052 1，589 2，967 3，659 2，807 40，622
2015（平成27） 23，264 4，550 1，355 2，597 3，292 2，269 37，327
2020（令和２） 21，885 4，165 1，175 2，269 2，947 1，950 34，391

減少率（令和２/昭和30） ▲45.6％ ▲72.4％ ▲84.0％ ▲78.0％ ▲70.5％ ▲78.3％ ▲62.6％

第１章　人口ビジョン
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⑶年齢３区分別人口の推移
�　本市の年齢３区分別人口の推移をみると、生産年齢人口と年少人口は1955（昭和 30）年をピー
クに減少に転じており、2020（令和２）年までの 65年間で年少人口は▲ 90％、生産年齢人口
は▲ 66％と大幅なマイナスとなっています。一方、老年人口は増加を続け同 1955（昭和 30）
年と比較すると147％増と少子高齢化が進行しています。

年齢３区分別人口

　（注）総数には年齢不詳の人数は含まれていない� 出典：国勢調査

年次 1955
（昭和30）

1960
（昭和35）

1965
（昭和40）
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（昭和45）
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（昭和50）

1980
（昭和55）

1985
（昭和60）

1990
（平成 2）

1995
（平成 7）

2000
（平成12）

2005
（平成17）

2010
（平成22）

2015
（平成27）

2020
（令和 2）

合計 人 91,973 87,232 78,642 68,649 63,410 60,947 57,735 54,140 51,291 48,529 44,745 40,594 37,209 34,290
年少人口 人 37,190 36,339 30,478 23,573 18,381 15,558 13,525 11,572 9,839 7,797 6,185 4,807 4,146 3,611

（０～14歳）％ 40.4％ 41.7％ 38.8％ 34.3％ 29.0％ 25.5％ 23.4％ 21.4％ 19.2％ 16.1％ 13.8％ 11.8％ 11.1％ 10.5％
生産年齢人口 人 49,112 44,725 41,415 38,158 37,429 37,223 35,364 32,896 30,032 27,916 24,921 22,242 19,353 16,677
（15～64歳）％ 53.4％ 51.3％ 52.7％ 55.6％ 59.0％ 61.1％ 61.3％ 60.8％ 58.6％ 57.5％ 55.7％ 54.8％ 52.0％ 48.6％
老齢人口 人 5,671 6,168 6,749 6,918 7,600 8,166 8,846 9,672 11,420 12,816 13,639 13,545 13,710 14,002
（65歳以上）％ 6.2％ 7.1％ 8.6％ 10.1％ 12.0％ 13.4％ 15.3％ 17.9％ 22.3％ 26.4％ 30.5％ 33.4％ 36.8％ 40.8％
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⑷自然動態・社会動態推移
�　本市の人口動態をみると死亡数が出生数を上回る自然減が続いており、特に 2022（令和４）
年以降は 500人以上の減少となっています。一方、転入・転出の社会動態をみると、2017（平
成 29）年からスタートした有人国境離島法による関連施策の効果等により転入者が増加傾向にあ
り、2019（令和元）年と 2020（令和２）年、2023（令和５）年には転入超過となりました。
しかし社会増が自然減を上回ることはできず、結果として人口減少が続いています。

自然動態・社会動態（人）

出典：長崎県異動人口調査

区　分 2014
（平成26）

2015
（平成27）

2016
（平成28）

2017
（平成29）

2018
（平成30）

2019
（令和元）

2020
（令和２）

2021
（令和３）

2022
（令和４）

2023
（令和５）

自
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減

出生 250 215 214 190 221 196 189 195 173 166
死亡 649 667 653 659 663 618 674 682 704 725
小計 ▲399 ▲452 ▲439 ▲469 ▲442 ▲422 ▲485 ▲487 ▲531 ▲559

社
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減

転入 1,164 1,265 1,115 1,187 1,285 1,289 1,313 1,172 1,343 1,348
転出 1,527 1,477 1,336 1,322 1,451 1,256 1,244 1,396 1,364 1,323
小計 ▲363 ▲212 ▲221 ▲135 ▲166 33 69 ▲224 ▲21 25

合　計 ▲762 ▲664 ▲660 ▲604 ▲608 ▲389 ▲416 ▲711 ▲552 ▲534
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⑸UI ターン者の状況
�　本市へのUI ターン者数は増加傾向にあり、令和５年度は過去最高の 272人と社会動態の改善
に大きく貢献しています。
　また、15～ 39歳の若い世代が全体の５割程度を占めており、本市の活性化に大いに貢献し、
地域に新たな活力をもたらしています。

移住者数の推移
（人）（年度）

年齢 2015
（平成27）

2016
（平成28）

2017
（平成29）

2018
（平成30）

2019
（令和元）

2020
（令和２）

2021
（令和３）

2022
（令和４）

2023
（令和５）

0-4歳 2 6 18 19 34 26 16 26 26
5-9歳 2 1 16 17 17 17 8 14 14
10-14歳 0 2 8 5 8 4 8 10 8
15-19歳 1 2 1 5 3 3 1 4 11
20-29歳 11 12 19 61 37 54 73 65 53
30-39歳 15 22 35 48 62 54 50 66 60
40-49歳 7 13 16 23 25 19 26 21 33
50-59歳 7 2 4 10 16 15 18 21 20
60歳以上 7 6 12 14 20 12 26 25 47
不明 0 0 0 0 1 0 0 0 0
合計 52 66 129 202 223 204 226 252 272
15-39歳 27 36 55 114 102 111 124 135 124
割合 51.9％ 54.5％ 42.6％ 56.4％ 45.7％ 54.4％ 54.9％ 53.6％ 45.6％

Ｕターン 10 20 47 93 63 61 91 101 132
割合 19.2％ 30.3％ 36.4％ 46.0％ 28.3％ 29.9％ 40.3％ 40.1％ 48.5％

Ｉターン 42 46 82 109 160 143 135 151 140
割合 80.8％ 69.7％ 63.6％ 54.0％ 71.7％ 70.1％ 59.7％ 59.9％ 51.5％

出典：五島市調べ
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２．人口ビジョンの検証
⑴第２期人口ビジョンの概要
�　2018（平成 30）年の国立社会保障・人口問題研究所（以下「社人研」という。）の推計によ
ると本市の人口は、2060（令和 42）年で 10,115 人と 2015（平成 27）年の約27％まで減少
すると推計されていました。そこで、合計特殊出生率を高める施策に加え、2025（令和７）年ま
でにUI ターン者を増やすことで社会増減をゼロにする取組を行うことで、2060（令和 42）年
において２万人程度の人口を確保することを目標とした人口ビジョンを策定しました。

第２期人口ビジョンと国立社会保障・人口問題研究所の推計値

出典：国立社会保障・人口問題研究所推計値
　（※最新）令和５年12月22日公表

（※５年前の推計値：前回）平成30年３月公表

（人）

40，000

35，000

30，000

25，000

20，000

15，000

10，000

5，000

0

２
０
６
０（
令
和
42
）

２
０
５
５（
令
和
37
）

２
０
５
０（
令
和
32
）

２
０
４
５（
令
和
27
）

２
０
４
０（
令
和
22
）

２
０
３
５（
令
和
17
）

２
０
３
０（
令
和
12
）

２
０
２
５（
令
和
７
）

２
０
２
０（
令
和
２
）

２
０
１
５（
平
成
27
）

37，327

37，327
34,430 

33,902 

34,391 32,259 

30,483 

31,415 30,287 

27,218 

28,487
28,236 

24,104 

25,648
26,251 

21,088

22,882

24,297 

18,159

20,191

22,527 

15,361

17,632

21,053 

12,683

15,282

19,869 

10,115

13,206

第１章　人口ビジョン



10

⑵第２期人口ビジョンの検証
�　第２期人口ビジョンの2023（令和５）年目標値と実績を比較したところ、目標に比べ特に 15－
19、70－74 歳の階層では大きく目標値を上回っているが、０－９ 歳や 35－44 歳、75－79 歳の階層で目
標より少なくなっており、全体では▲488人と目標を下回る結果となりました。
　社人研が2023（令和５）年に発表した推計によると、本市の2060（令和 42）年の人口は約
13,200 人であり、2018（平成 30）年の推計よりも減少のペースが緩やかになっています。目
標には達成していないが、これまでの人口減少対策の効果が表れていると考えられます。

出典：国立社会保障・人口問題研究所推計値
　（※最新）令和５年12月22日公表

（※５年前の推計値：前回）平成30年３月公表

男女別年齢５歳階級別人口の検証結果（人）
2023(実績） 2023（第２期目標値） 差（実績－第２期目標値）
令和５年 令和５年 令和５年

総数 男性 女性 総数 男性 女性 総数 男性 女性
32,640 15,424 17,216 33,128 15,557 17,571 ▲ 488 ▲ 133 ▲ 355

年少人口（0-14） 3,308 1,619 1,689 3,491 1,758 1,733 ▲ 183 ▲ 139 ▲ 44
生産年齢人口（15-64） 15,429 7,752 7,677 15,497 7,800 7,697 ▲ 68 ▲ 48 ▲ 20
老年人口（65-） 13,903 6,053 7,850 14,140 5,999 8,141 ▲ 237 54 ▲ 291
0-4歳 957 454 503 1,088 558 530 ▲ 131 ▲ 104 ▲ 27
5-9歳 1,089 528 561 1,186 586 600 ▲ 97 ▲ 58 ▲ 39
10-14歳 1,262 637 625 1,217 614 603 45 23 22
15-19歳 1,250 661 589 983 497 486 267 164 103
20-24歳 474 265 209 475 256 219 ▲ 1 9 ▲ 10
25-29歳 821 416 405 895 484 411 ▲ 74 ▲ 68 ▲ 6
30-34歳 1,149 578 571 1,218 618 600 ▲ 69 ▲ 40 ▲ 29
35-39歳 1,350 646 704 1,449 724 725 ▲ 99 ▲ 78 ▲ 21
40-44歳 1,573 768 805 1,705 865 840 ▲ 132 ▲ 97 ▲ 35
45-49歳 1,868 942 926 1,811 924 887 57 18 39
50-54歳 1,972 1,028 944 1,994 989 1,005 ▲ 22 39 ▲ 61
55-59歳 2,202 1,091 1,111 2,205 1,084 1,121 ▲ 3 7 ▲ 10
60-64歳 2,770 1,357 1,413 2,762 1,359 1,403 8 ▲ 2 10
65-69歳 3,221 1,604 1,617 3,202 1,569 1,633 19 35 ▲ 16
70-74歳 3,411 1,676 1,735 3,160 1,537 1,623 251 139 112
75-79歳 2,368 1,057 1,311 2,577 1,157 1,420 ▲ 209 ▲ 100 ▲ 109
80-84歳 1,983 806 1,177 2,008 785 1,223 ▲ 25 21 ▲ 46
85-89歳 1,693 597 1,096 1,686 569 1,117 7 28 ▲ 21
90歳以上 1,227 313 914 1,507 382 1,125 ▲ 280 ▲ 69 ▲ 211
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３．人口ビジョンの目標達成に向けて
⑴第３期人口ビジョンの目標
�　第３期人口ビジョンについても、これまでの取組を継続し、2060（令和 42）年の目標人口を、
第１期、第２期と同じ約２万人に設定します。
　2060（令和 42）年の人口２万人を達成するためには、子育て環境の充実による出生数の減少
を抑え、若い世代を中心に可能な限り転出を抑制しつつUI ターン施策による転入促進を図ること
が重要です。
　今回、第３期人口ビジョン策定にあたって、2060（令和 42）年の目標人口２万人を達成する
ために若い世代（15～ 39歳）の社会動態を現状より 114人増加させる条件で社会動態・自然
動態のシミュレーションを行いました。2030（令和 12）年ごろに社会動態の均衡（転出数＝転
入数）を図り、以降は毎年プラス20～ 45人程度の社会増を達成する必要があります。また、自
然動態については、出生数を2060（令和 42）年に 140人程度の緩やかな減少に止めることで、
現状▲400人以上の自然減を2060（令和 42）年▲ 300人程度までに改善することが求められ
ます。なお、合計特殊出生率は現状の1.8 程度を維持することを前提としています。

2060年人口２万人達成のための人口シミュレーション

出典：国立社会保障・人口問題研究所推計値及び五島市推計値
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①社人研推計 ②社会増を現状より+114人増加（合計特殊出生率は現状維持）

29,965

第１章　人口ビジョン
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【五島市将来人口推計の条件】

区分 No 推定ケース 基準人口 2060年
（令和 42年）

第１期戦略

2015（平成27）年度
～

2019（令和元）年度

① 国立社会保障・人口問題研究所推計
2013（平成 25）年

2010（平成22）年
40,622人 12,685 人

②

第１期人口ビジョン
2030（令和 12）年までに希望出
生率 2.09 を達成し、高校生の流出
抑制を含めた年間 100 人程度の純
増

2010（平成22）年
40,622人 19,977 人

第２期戦略

2020（令和２）年度
～

2024（令和６）年度

① 国立社会保障・人口問題研究所推計
2018（平成 30）年

2015（平成27）年
37,327人 10,115 人

②

第２期人口ビジョン
2024（令和６）年までに合計特殊
出生率（1.97）を達成し、2025（令
和７）年までに社会減をゼロにする

2015（平成27）年
37,327人 19,869 人

第３期戦略

2025（令和７）年度
～

2029（令和11）年度

① 国立社会保障・人口問題研究所推計
2023（令和５）年

2020（令和2）年
34,391人 13,206 人

②
第３期人口ビジョン
若い世代（15 ～ 39 歳）の社会動
態を現状より114人増加

2020（令和2）年
34,391人 19,949 人

出典：国立社会保障・人口問題研究所推計値及び五島市推計値
※�地区別人口は2005年～ 2020年の実績より回帰分析（指数近似）により地区別の値を算出。各年の構
成比を固定し将来推計値の合計値に乗じて算定した。

年次 2020
（令和2）

2025
（令和7）

2030
（令和12）

2035
（令和17）

2040
（令和22）

2045
（令和27）

2050
（令和32）

2055
（令和37）

2060
（令和42）

国立社会
保障 ・ 人
口問題研
究所推計

福江 21,885 20,495 19,007 17,480 15,910 14,307 12,718 11,210 9,842
富江 4,165 3,708 3,288 2,890 2,515 2,162 1,838 1,548 1,300
玉之浦 1,175 986 826 686 564 458 367 292 232
三井楽 2,269 1,958 1,678 1,426 1,199 997 819 667 541
岐宿 2,947 2,670 2,379 2,102 1,838 1,588 1,356 1,149 969
奈留 1,950 1,598 1,309 1,063 855 679 533 415 322
合計 34,391 31,415 28,487 25,648 22,882 20,191 17,632 15,282 13,206

目標達成
ケース

福江 21,885 20,930 19,994 19,103 18,208 17,282 16,369 15,545 14,868
富江 4,165 3,787 3,458 3,159 2,878 2,612 2,365 2,147 1,963
玉之浦 1,175 1,007 869 750 645 553 473 406 350
三井楽 2,269 2,000 1,765 1,558 1,373 1,204 1,054 925 817
岐宿 2,947 2,726 2,502 2,297 2,104 1,918 1,746 1,593 1,464
奈留 1,950 1,632 1,377 1,162 979 820 687 576 487
合計 34,391 32,082 29,965 28,029 26,186 24,389 22,693 21,191 19,949

地区別人口推移（人）

人
口
ビ
ジ
ョ
ン

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
目
標
達
成
に
向
け
て



13

出典：国立社会保障・人口問題研究所推計値及び五島市推計値
※社人研推計と人口ビジョンの５年間の社会動態・自然動態・出生数の増減を単年に換算。
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⑵目標達成に向けた年齢３区分別の推移
�　総人口の年齢３区分別の推移をみると、社人研の推計では 2025（令和７）年に老年人口と生
産年齢人口の割合がほぼ同じになり、その後、老年人口が生産年齢人口を上回りその差は拡大し
ていきます。

出典：国立社会保障・人口問題研究所推計値及び五島市推計値
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　一方、目標を達成した場合、2030（令和 12）年に老年人口と生産年齢人口の割合が同程度に
なりその傾向が続きますが、2045（令和 27）年以降は生産年齢人口の割合が回復していきます。
　2060（令和 42）年では、年少人口が約 2,100 人、生産年齢人口が約 9,800 人となり、将来
的な労働力の確保につながり、地域活性化に寄与するものと想定されます。

出典：国立社会保障・人口問題研究所推計値及び五島市推計値

社人研による推計値
（年齢３区分別構成比）
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人口ビジョン
（年齢３区分別構成比）

年齢３区分別人口推移（人）

年次 2020
（令和２）

2025
（令和７）

2030
（令和12）

2035
（令和17）

2040
（令和22）

2045
（令和27）

2050
（令和32）

2055
（令和37）

2060
（令和42）

国立社会
保障 ・ 人
口問題研
究所推計

年少人口
（0～14歳）

3,611 3,077 2,599 2,178 1,836 1,576 1,348 1,160 994
10.5％ 9.8％ 9.1％ 8.5％ 8.0％ 7.8％ 7.6％ 7.6％ 7.5％

生産年齢人口
（15～64歳）

16,733 14,315 12,363 10,806 9,264 7,925 6,668 5,731 4,876
48.7％ 45.6％ 43.4％ 42.1％ 40.5％ 39.3％ 37.8％ 37.5％ 36.9％

老年人口
（65歳以上）

14,047 14,023 13,525 12,664 11,782 10,690 9,616 8,391 7,336
40.8％ 44.6％ 47.5％ 49.4％ 51.5％ 52.9％ 54.5％ 54.9％ 55.6％

合計 34,391 31,415 28,487 25,648 22,882 20,191 17,632 15,282 13,206

目標達成
ケース

年少人口
（0～14歳）

3,611 3,174 2,885 2,727 2,606 2,511 2,381 2,262 2,146
10.5％ 9.9％ 9.6％ 9.7％ 10.0％ 10.3％ 10.5％ 10.7％ 10.8％

生産年齢人口
（15～64歳）

16,733 14,885 13,555 12,638 11,798 11,188 10,583 10,202 9,813
48.7％ 46.4％ 45.2％ 45.1％ 45.1％ 45.9％ 46.6％ 48.1％ 49.2％

老年人口
（65歳以上）

14,047 14,023 13,525 12,664 11,782 10,690 9,729 8,727 7,990
40.8％ 43.7％ 45.1％ 45.2％ 45.0％ 43.8％ 42.9％ 41.2％ 40.1％

合計 34,391 32,082 29,965 28,029 26,186 24,389 22,693 21,191 19,949

第１章　人口ビジョン

出典：国立社会保障・人口問題研究所推計値及び五島市推計値
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⑶人口ビジョン達成のための戦略まとめ
�　今後、人口減少抑制と地方創生を実現していくためには、若者の島外流出の抑制やUI ターンに
よる社会動態の改善、出生率の向上や健康寿命を伸ばすことによる自然動態の改善を図ることが
重要です。この視点から取り組むべき人口減少対策の方向性を次のとおり示します。

　⚫�若い世代のための安定した雇用を創出し、高校卒業後の市内就職率の向上と島外へ転出し
た若者20代～ 30代の早い時期でのＵターンを促進する。

　⚫�ふるさと納税の取組や島外の人々との交流などを通じ、関係人口を拡大させることにより、
20代～ 40代を中心とした I ターンを促進する。

　⚫�地域包括ケアシステムの構築・充実、見守り体制など地域福祉の充実などに取り組み、高
齢になっても安心して住み続けられる地域社会を構築し、健康寿命の延長を図る。

　⚫�若い世代が望む、結婚・妊娠・出産・子育てができる環境を整えるとともに、就業や住ま
いなどを暮らしやすい環境を整え、出生数の増加につなげる。
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